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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 入浴システム

(57)【要約】
【課題】  入浴者が安心して入浴を楽しむことのできる
入浴システムを提供することを目的とする。
【解決手段】  入浴システムは、使用者の頭部以外の略
全身を収容する身体収容体として寝袋形状のサウナドー
ム１と、サウナドーム１内に多湿気体又は微細液体等の
多湿雰囲気を供給する多湿雰囲気供給装置２と、サウナ
ドーム１と多湿雰囲気供給装置２とを連通して連結する
連結部３とで構成される入浴装置Ａと、身体の健康状態
を測定する測定装置Ｂと、多湿雰囲気供給装置２及び測
定装置Ｂに接続され、入浴者又は入浴者以外の人が多湿
雰囲気供給装置２の運転開始／停止等や測定装置Ｂの作
動を遠隔操作するための操作部としてのリモコン４とか
ら構成した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  身体に温浴効果を与える入浴装置を有す
る入浴システムにおいて、前記身体の健康状態を測定す
る測定装置を設けたことを特徴とする入浴システム。
【請求項２】  前記測定装置は、前記身体の血圧、脈
拍、体温、脳波の少なくともいずれか一つを測定するこ
とを特徴とする請求項１記載の入浴システム。
【請求項３】  前記測定装置は、前記測定した値を表示
する表示部を設けたことを特徴とする請求項２記載の入
浴システム。
【請求項４】  前記測定装置は、前記身体の入浴前、入
浴中、入浴後の健康状態を測定することを特徴とする請
求項１乃至３記載の入浴システム。
【請求項５】  前記測定装置は、前記健康状態の測定結
果を、外部へ送信する送受信部を設けたことを特徴とす
る請求項４記載の入浴システム。
【請求項６】  前記測定装置は、前記健康状態の測定値
を記憶して管理する測定値管理部を備えたことを特徴と
する請求項１乃至５記載の入浴システム。
【請求項７】  前記測定値管理部は、外部入力手段によ
り入力された血圧、脈拍、体温の値を管理することを特
徴とする請求項６記載の入浴システム。
【請求項８】  前記測定装置は、前記測定値管理部で管
理された前記外部入力手段により入力された値と、前記
健康状態の測定値とを比較演算する演算部を備え、該演
算部による比較結果に応じて前記入浴装置の作動を制御
する制御手段を備えたことを特徴とする請求項７記載の
入浴システム。
【請求項９】  前記演算部による比較結果が予め設定さ
れた値を超えていれば異常と判断し、その異常を前記送
受信部から外部に送信することを特徴とする請求項８記
載の入浴システム。
【請求項１０】  前記入浴装置は、身体を収容する身体
収容体と、前記身体収容体内に多湿気体又は微細液体等
の多湿雰囲気を供給する多湿雰囲気供給装部と、前記身
体収容体と前記多湿雰囲気供給部とを連通して連結する
連結部とを備えることを特徴とする請求項１乃至９記載
の入浴システム。
【請求項１１】  前記測定装置の作動を遠隔操作する操
作部を備えたことを特徴とする請求項１乃至１０記載の
入浴システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、身体に温浴効果を
与える入浴装置を有する入浴システムにおいて、前記身
体の健康状態を測定する測定装置を設けた入浴システム
に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、身体に温浴効果を与える入浴シス
テムとして、例えば特開平１０－１５０１９号公報に記
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載のものが知られている。
【０００３】このものは、浴槽ユニット内に適温のミス
トを供給することにより使用者、特に病人、身障者ある
いは寝たきりの高齢者等を介護する介護人が、楽に入浴
させることができるものである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上記従
来の入浴システムでは、入浴中や入浴前後の入浴者自身
の健康状態を測定したり確認することができなかった。
よって、特に病人、身障者あるいは寝たきりの高齢者等
が入浴中に健康状態が悪くなったり、事故が起きるとい
う心配が常につきまとわっていた。
【０００５】本発明は、上記課題を解決するためになさ
れたもので、本発明の目的は、入浴者が安心して入浴を
楽しむことのできる入浴システムを提供することにあ
る。
【０００６】
【課題を解決するための手段及びその作用・効果】上記
目的を達成するために本発明においては、身体に温浴効
果を与える入浴装置を有する入浴システムにおいて、前
記身体の健康状態を測定する測定装置を設けた構成とし
た。
【０００７】従って、この構成によれば、入浴者は入浴
前や入浴中に自身の身体の健康状態を把握することが可
能になり、安心して一人で入浴を楽しむことができる。
【０００８】また、前記測定装置は、前記身体の血圧、
脈拍、体温、脳波の少なくともいずれか一つを測定する
ことができるので、入浴者は入浴前や入浴中に自身の身
体の血圧、脈拍、体温、脳波の少なくともいずれか一つ
の正常又は異常を常に把握することができる。
【０００９】更に、前記測定装置の前記測定した値を表
示する表示部を設けたので、入浴者自身の健康状態を測
定後、即座に可視的に把握することができ、その時々の
入浴者自身の健康状態にあわせた入浴条件（例えば、入
浴者自身の健康状態に応じた多湿雰囲気温度等）にて入
浴することができる。
【００１０】また、前記測定装置は、前記身体の入浴
前、入浴中、入浴後の健康状態を測定できるため、入浴
前、入浴後の状態を入浴中の状態と比較するなどして入
浴による効果を知ることができ、入浴を更に楽しむこと
ができる。
【００１１】また、前記測定装置は、前記測定装置の測
定結果を、外部へ送信する送受信部を設けたため、病院
やその他健康管理を行う機関に測定結果を送信し、健康
状態を診断してもらうことができる。
【００１２】また、前記測定装置は、前記健康状態の測
定値を記憶して管理する測定値管理部を備えたので、前
回入浴時の健康状態と今回の入浴時の健康状態を比較し
健康状態の変化を確認することができる。
【００１３】更に、前記測定値管理部は、外部入力手段
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により入力された血圧、脈拍、体温の値を管理するの
で、入浴者個人の健康時の健康状態を予め入力すること
で、健康時と入浴時の健康状態を比較することが可能に
なり、入浴時の健康状態が正常であるか否かを認識する
ことができる。
【００１４】更に、前記測定装置は、前記測定値管理部
で管理された前記外部入力手段により入力された値と、
前記健康状態の測定値とを比較演算する演算部を備え、
該演算部による比較結果に応じて前記入浴装置の作動を
制御する制御手段を備えたので、自動的にその時々の入
浴者自身の健康状態にあわせた入浴条件（例えば、入浴
者自身の健康状態に応じた多湿雰囲気温度等）にて入浴
することができ、また、例えば、入浴時の入浴者の血圧
が異常に高かったり、脈拍が異常に低下していたり、体
温が平常温度より高かったりした場合に自動的に入浴装
置の作動を停止するようにすれば、不意の事故等を未然
に防止することが可能になり、一人でも安心して入浴す
ることができる。
【００１５】更にまた、前記演算部による比較結果が予
め設定された値を超えていれば異常と判断し、その異常
を前記送受信部から外部に送信するようにすれば、入浴
者が一人で入浴を楽しんでいた際などに、健康状態の異
常を病院やその他健康管理を行う外部機関に自動的に連
絡されるので、健康状態の異常の発生をいち早く察知し
重大な事故に至ることを未然に防ぐことができる。
【００１６】また、入浴装置は身体を収容する身体収容
体と、前記身体収容体内に多湿雰囲気を供給する多湿雰
囲気供給装部と、前記身体収容体と前記多湿雰囲気供給
部とを連通して連結する連結部とを備えたため、入浴者
自身に負担をかけることなく、簡単に入浴を楽しむこと
ができる。
【００１７】また、前記測定装置の作動を遠隔操作する
操作部を備えたため、入浴中や入浴前後に入浴者自身の
健康状態をいつでもチェックすることができ、安心して
一人で入浴を楽しむことができる。
【００１８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を、添
付図面により詳細に説明する。
【００１９】図１は、本発明の入浴システムに係る一実
施形態の使用状態を示す全体構成図であり、図２は、本
発明の入浴システムに係る一実施形態を示す概略構成
図、図３は、本発明の入浴システムに係る操作部を示す
正面図、図４は、本発明の入浴システムに係る一実施形
態を示す制御ブロック図である。
【００２０】図１に示すように、この入浴システムは、
使用者の頭部以外の略全身を収容する身体収容体として
寝袋形状のサウナドーム１と、サウナドーム１内に多湿
気体又は微細液体等の多湿雰囲気を供給する多湿雰囲気
供給装置２と、サウナドーム１と多湿雰囲気供給装置２
とを連通して連結する連結部３とで構成される入浴装置
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Ａと、身体の健康状態を測定する測定装置Ｂと、多湿雰
囲気供給装置２及び測定装置Ｂに接続され、入浴者又は
入浴者以外の人が多湿雰囲気供給装置２の運転開始／停
止等や測定装置Ｂの作動を遠隔操作するための操作部と
してのリモコン４とから構成されている。尚、リモコン
４は、サウナドーム１内外のどちらでも使用可能なよう
に防水構造が施されている。また、リモコン４と多湿雰
囲気供給装置２及び測定装置Ｂとの接続はワイヤレス、
ワイヤードいずれの方式で接続してもよい。
【００２１】図２に示すように、サウナドーム１は、多
湿雰囲気取り入れ口３１と、身体収容体１の内外から開
閉可能な開閉手段１７（例えば、ファスナー等）とから
構成されている。また、サウナドーム１は、光透過性
（例えばビニール性で無色透明）の素材で構成されてい
て、サウナドーム１内部は外部から見える構成になって
いる。更に、サウナドーム１は内部からの多湿気体又は
微細液体等の漏れがないような構成とされているのでベ
ッドの上や畳の上、布団の上で使用することができる。
尚、サウナドーム１の形状は、図１で示すような、寝た
状態で入浴できる寝袋形状の他に、椅子等に腰掛けた状
態で入浴できる形状であってもよい。
【００２２】また、図１に示すように、測定装置Ｂは、
血圧・脈拍測定手段８と、体温測定手段９と、脳波測定
手段１０と、それら各手段８、９、１０により測定され
た値を表示する表示部１５とから構成されている。
【００２３】また、図２に示すように、多湿雰囲気供給
装置２は、熱交換部２３と、この熱交換部２３に温水を
供給する散水部２２と、この散水部２２に温水を供給す
る温水供給部２７と、散水部２２から熱交換部２３に散
水することにより発生する多湿気体を吹き出す吹出部３
２と、この吹出部３２にモータＭの駆動により多湿気体
を吸引して供給する送風機２０とから構成されている。
また、吹出部３２付近には、吹出部３２から吹き出す多
湿気体の温度を検出する多湿気体温度検出手段２１が配
設されている。
【００２４】また、温水供給部２７は、熱交換部２３の
下部に配設して、散水部２２に開設した複数の散水孔３
３から散水されて熱交換部２３を通過した温水を貯留す
るようになっており、その貯留水を加熱する加熱手段と
してヒータ２６が設けられている。
【００２５】また、温水供給部２７の側壁には、温水導
出口３４が設けられており、その温水導出口３４と散水
部２２とが温水供給路３０で連絡され、その温水供給路
３０に温水供給部２７の温水を散水部２２に供給するポ
ンプ２８が配設されている。尚、温水導出口３４は、温
水供給部２７の底壁に設けるようにしてもよい。
【００２６】また、温水供給部２７には、多湿雰囲気供
給装置２外の空気を導入する外気導入口３５が設けられ
ており、矢印で示すように、この外気導入口３５から取
り入れられた空気は、温水供給部２７に貯留された温水
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の表面に沿って熱交換部２３に流入し、送風機２０の作
動により吸引されるようになっている。
【００２７】更に、温水供給部２７には、貯留水の温度
を検知する水温検知手段２９と、温度異常上昇防止手段
２５が設けられており、水温検知手段２９により貯留水
の温度が所定温度以上になるとヒータ２６への通電を遮
断すべく温度異常上昇防止手段２５が作動するようにな
っている。また、貯留水の水位を検知する水位検知手段
２４を設けており、水位検知手段２４による水位の低下
を図示しないブザーやランプの点滅等により報知するよ
うになっている。従って、使用者はその報知により外気
導入口３５から水又は湯を補給すればよい。
【００２８】また、多湿雰囲気供給装置２には、水温検
知手段２９、水位検知手段２４、多湿気体温度検出手段
２１からの信号を入力し、モータＭ、ポンプ２８、温度
異常上昇防止手段２５、ヒータ２６を制御する制御手段
５が設けられている。
【００２９】尚、制御手段５は、異常検知シーケンスを
備えて、多湿雰囲気供給装置２に何らかの異常、故障が
発生したときに、モータＭ、ポンプ２８、ヒータ２６等
の動作を停止させるようにしている。例えば、水温検知
手段２９の検知温度が予め設定した温度よりも高い場合
には、ヒータ２６による過熱を防止するために温度異常
上昇防止手段２５によりヒータ２６への通電を遮断させ
たり、ヒータ２６へ通電後、所定時間経過後も水温検知
手段２９の検知温度が上昇しない場合は、ヒータ２６へ
の通電不良又はヒータ２６の故障と判断して通電を遮断
するようにしている。
【００３０】また、多湿気体温度検出手段２１の検出温
度が予め設定した温度よりも高い場合には、モータＭ、
ポンプ２８、ヒータ２６の動作を停止させて、異常高温
の多湿気体がサウナドーム１内に供給することを防止し
たり、ヒータ２６への通電時に水位検知手段２４の検知
水位が予め設定された水位よりも低下している場合は、
ヒータ２６への通電を遮断し、空焚きを防止するように
している。
【００３１】更に、モータＭへの指令回転数よりも実回
転数が所定値よりも少ない場合には、熱交換部２３が閉
塞状態と判断し、モータＭ、ポンプ２８、ヒータ２６の
動作を停止させたり、ポンプ２８の回転数が所定回転数
に到達しない場合や、ポンプ２８の作動中に水位検知手
段２４の検知水位に変動がない場合などは、ポンプ２８
に故障が発生したと判断し、モータＭ、ポンプ２８、ヒ
ータ２６の動作を停止させるようにしている。更にま
た、ポンプ２８の停止中に水位検知手段２４の検知水位
が低下する場合は、温水供給部２７に水漏れが発生した
と判断し、使用者にその旨を図示しないブザーや表示ラ
ンプの点滅等で報知するようになっている。
【００３２】また、制御手段５は、入浴者又は入浴者以
外の人が遠隔操作するリモコン４と接続され、リモコン
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４から得られた情報からモータＭ、ポンプ２８等に信号
を発信し、多湿気体温度検出手段２１から得られた温度
情報などをリモコン４に伝達する。
【００３３】以上の構成において、リモコン４を操作し
て制御手段５に運転開始の情報が伝達されると、温水供
給部２７でヒータ２６により高温の設定温度に加熱され
た温水が、ポンプ２８の駆動により温水供給路３０を介
して散水部２２に供給され、散水部２２に開設した複数
の散水孔３３から熱交換部２３に散水される。
【００３４】そして、熱交換部２３に高温の温水が散水
されると、温水の一部が熱交換されて湯気となって立ち
上がり、この立ち上った湯気が熱交換部２３内で熱交換
された空気とともに送風機２０によって吸引され、吹出
部３２から連結部３を介して中高温の多湿気体としてサ
ウナドーム１内に吹き出される。
【００３５】一方、熱交換部２３に散水された高温の温
水の大部分は、熱交換部２３下部の温水供給部２７に貯
留され、貯留された温水は、再びヒータ２６により設定
温度まで加熱されて、ポンプ２８の駆動により散水部２
２に供給され、散水部２２から熱交換部２３に散水する
という一連の動作を繰り返す。
【００３６】尚、吹出部３２から吹出される多湿気体の
温度は、ポンプ２８による温水供給路３０中の湯の循環
量を変化させることによって、可変することができる。
即ち、吹出す多湿気体の温度を上昇させたいときにはポ
ンプ２８による循環量を増大させ、逆に温度を低下させ
たいときにはポンプ２８による循環量を低減させる。
【００３７】また、図３に示すように、リモコン４は、
多湿雰囲気供給装置２の作動を開始するための運転開始
スイッチ６、多湿雰囲気供給装置２の作動を停止する停
止スイッチ７、サウナドーム１内に供給する多湿気体の
温度をデジタル表示する多湿気体温度表示部４０、サウ
ナドーム１内に供給する多湿気体の設定温度を増減する
吹出し温度調節スイッチ４１、入浴前や入浴中あるいは
入浴後の任意の時間に血圧を測定する血圧測定スイッチ
１１、脈拍を測定する脈拍測定スイッチ１２、体温を測
定する体温測定スイッチ１３、脳波を測定する脳波測定
スイッチ１４、これら各測定スイッチ１１、１２、１
３、１４により測定された測定値を外部健康管理センタ
ーや病院等の外部機関に送信する測定値送信スイッチ４
２が設けられている。
【００３８】そして、図１及び図４に示すように、コン
ピュータ１６が備えられており、そのコンピュータ１６
には、各測定スイッチ１１、１２、１３、１４により測
定された測定値を自動的に表示する表示部１５、測定し
たデータや外部入力手段４８による入力値を記憶管理す
る測定値管理部（データベース）４３、測定値管理部
（データベース）４３により管理されたデータを所定の
期間毎（例えば、週単位や月単位）に入浴者の希望によ
り外部健康管理センターや病院等の外部機関に送信する
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ための送受信部４６を備えている。
【００３９】従って、図１に示すように、入浴者は、サ
ウナドーム１内にて血圧・脈拍測定手段８、体温測定手
段９、脳波測定手段１０を身体に装着して入浴し、各測
定スイッチ１１、１２、１３、１４を操作して自身の健
康状態を表示部１５により把握することができ、例え
ば、血圧や脈拍、体温が通常時より高ければ、温度調節
スイッチ４１を操作してサウナドーム１内に供給する多
湿気体の設定温度を低く設定したり、停止スイッチ７を
操作して多湿雰囲気供給装置２の作動を停止させたりし
て、不意の事故を未然に防止することができ、一人でも
安心して入浴を楽しむことができる。
【００４０】また、図４に示すように、各測定スイッチ
１１、１２、１３、１４の操作により測定された値を、
即座に測定値送信スイッチ４２により外部健康管理セン
ターや病院等の外部機関に送信して医師の指示を仰いだ
り、測定値管理部（データベース）４３により管理され
たデータを外部健康管理センターや病院等の外部機関に
送受信部４６により送信することにより、自宅に居なが
ら自己の健康管理をこまめに行うことが可能になる。
【００４１】また、コンピュータ１６には、外部入力手
段４８により入浴者個人の健康時の健康状態（例えば、
血圧、脈拍、体温等）を予め入力されたデータと血圧・
脈拍測定手段８、体温測定手段９、脳波測定手段１０に
よる測定値とを比較演算する演算部４７、多湿雰囲気温
度演算部４４、入浴時間設定部４５をも備えており、演
算部４７による比較結果に基づいて多湿雰囲気温度演算
部４４により入浴者に最適な多湿雰囲気温度が算出され
る。そして、その最適な多湿雰囲気温度を達成させるべ
く、制御手段５によりヒータ２６又はポンプ２８若しく
はモータＭに出力され、ヒータ２６の加熱量又はポンプ
２８の回転数若しくはモータＭ回転数が制御される。
尚、ヒータ２６、ポンプ２８、モータＭを同時に制御し
て最適な多湿雰囲気温度にするようにしてもよい。
【００４２】また、同様に、演算部４７による比較結果
に基づいて入浴時間設定部４５により入浴者に最適な入
浴時間が設定され、制御手段５によりヒータ２６、ポン
プ２８、モータＭの運転時間を制御することもできる。
【００４３】更に、演算部４７による比較結果が、測定
値管理部（データベース）４３に予め設定された値を超
えていれば異常と判断し、その異常を送受信部４６から
外部健康管理センターや病院等の外部機関に送信するよ
うプログラムされている。
【００４４】このように、自動的にその時々の入浴者自
身の健康状態に応じた入浴条件にて入浴することがで
き、また、入浴中に入浴者の健康状態に異常があれば即
座に自動的に外部健康管理センターや病院等の外部機関
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に連絡されるので、不意の事故等を未然に防止すること
が可能になり、一人でも安心して入浴することができ
る。
【００４５】上述した内容はあくまで本発明の一実施形
態に関するものであって、本発明が上記内容のみに限定
されることを意味されるものでない。例えば、サウナド
ーム１内に多湿雰囲気を供給する入浴装置について説明
したが、これに限らず、一般的な入浴のように浴槽に湯
をはり入浴する入浴装置であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の入浴システムに係る一実施形態の使用
状態を示す全体構成図である。
【図２】本発明の入浴システムに係る一実施形態を示す
概略構成図である。
【図３】本発明の入浴システムに係る操作部を示す正面
図である。
【図４】本発明の入浴システムに係る一実施形態を示す
制御ブロック図である。
【符号の説明】
Ａ…入浴装置
Ｂ…測定装置
１…サウナドーム（身体収容体）
２…多湿雰囲気供給装置
３…連結部
４…リモコン（操作部）
５…制御手段
６…開始スイッチ
７…停止スイッチ
８…血圧・脈拍測定手段
９…体温測定手段
１０…脳波測定手段
１１…血圧測定スイッチ
１２…脈拍測定スイッチ
１３…体温測定スイッチ
１４…脳波測定スイッチ
１５…表示部
１６…コンピュータ
４０…温度表示部
４１…温度調節スイッチ
４２…測定値送信スイッチ
４３…測定値管理部（データベース）
４４…多湿雰囲気温度演算部
４５…入浴時間設定部
４６…送受信部
４７…演算部
４８…外部入力手段
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